
  人工光合成の技術開発における産の役割 
 
持続可能社会実現にむけた現実的なシナリオ 
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世界の大きな 
動きの中で 

日本はこれか

らどうする？ 



朝日新聞 

中国、インド等で
は爆発的にCO2排

出が増え続けてい
る。 

日本のCO2排出量は 
世界の４％に過ぎない。 

⇒  
世界全体で見れば、日
本が単独で努力しても

影響は小さい！    

ただしエネルギー 
の効率利用では 

依然、日本が 
世界の最先端！ 



化石資源利用の主な流れ(日本を例に） 
使用量；約4億トン/年＝12億トン(as CO2) 
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産業資材として鉄が 
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日本に輸入される化石資源
の1/3が電力に使用される。 
残りの2/3は輸送燃料（ガソリ
ン）、鉄鋼用コークス、石油化
学品が大半。産業＋社会全
体で減らせる工夫！ 



1960    1970    1980    1990    2000    2010 

日本の牽引産業と時代背景の時系列的変遷 
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が関連！ 

エネルギーを作る側、使う側両方で革新技術が必要！ 



革新技術を実用化することの経済性目標・意義 
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人工光合成の大規模普及とCO2の資源化のイメージ図 

 
大規模普及まで 
に時間が必要！ 
お金も必要！ 

⇒ 
どうする？ 



化学原料製造技術のCO2排出量比較 

① Naphthaクラッカー         ： ＋1.35kg-CO2/kg-ｵﾚﾌｨﾝ  
 
② LNG改質         ＋ GTO ： ＋0.06kg-CO2/kg-ｵﾚﾌｨﾝ 
 
③ ソーラーH2＋CO2改質  ＋ GTO ： －1.92kg-CO2/kg-ｵﾚﾌｨﾝ 
 （バイオマスH2) 

◆ LNG原料はCO2削減技術としては有効 
◆ ソーラーH2はCO2資源化の究極法。 
  バイオマス改質＋GTOも可能性あり 
 
GTO： 天然ガス（メタン）から化学原料を作る技術 

理論
値 

実測値 

人工光合成！ しばらくは世界の主流！ 
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人工光合成： 日本の科学が世界のトップランナー 
       技術によって勝ち抜ける可能性有り 
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国家プロジェクトとしてやるべき！ 
産官学の連携必要 
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さまざまな化石資源／再生可能資源からの化学品製造プロセス 
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時間軸を意識 
した国家戦略 

が必要！  
経済性＋独創性 
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